
平成 　27　年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日

（助成期間 1

160 回

0 回

人

クラブマネジャーの職務内容及びクラ
ブの具体的な事業の内容

クラブマネジャー（正）
教室（会員）のニーズ調査・視察等、企画立案、事業計画、クラブの会員管理 、広報、関係機関との調整　など

クラブマネジャー（副）
指導者との連絡調整 ・施設の利用調整 ・教室の視察等、クラブホームページの更新
クラブマネジャー（正）の補助

①【サッカースクールの開催】実施期間：平成27年4月1日～平成28年3月31日
参加対象者の範囲：小学生男女（1～6年）、中学生男子
②【サッカー教室の開催】（アカデミー）実施期間：平成27年4月1日～平成28年3月31日
参加対象者の範囲：小学生男女（1～6年）、大人男女（20～60歳代）
参加人数：小学生男女50名、大人男女60名　実施頻度：月18クラス
③【サッカーチームの編成】
参加対象範囲：（男子）小（3年～6年）、中（1年～3年）、高生（1年～3年）
　　　　　　　　　　　　　　大人（18歳～80代）シニアA～F・40・50、ベテランズR・V
　　　　　　　　　　（女子）中（1年～3年）、高生（1年～3年）　　　　　　　　　　　　　　　　合計16チーム
④【キッズ体操教室の開催】　　実施期間：平成27年4月1日～平成28年3月31日
参加対象者の範囲：2歳～未就学児童　参加人数：2名　実施頻度：月4クラス
⑤【スピード＆コオーディネーションクラブの開催】　　実施期間：平成26年4月1日～平成27年3月31日
参加対象者の範囲：小学生男女（1～6年）　参加人数：15名　実施頻度：月2日～3日（1回2クラス）
⑥【ヨガ教室の開催】　　実施日：平成27年4月18日・15日開催
参加対象者の範囲：成人男女　参加人数：3名
⑦【イベント】
親子サッカー大会　実施日：平成27年11月29日開催

　○広報回数 ・ＨＰ更新回数（実績）

・クラブ広報誌、パンフレット発行回数（実績）

　○会員数（実績） 763

　○地域連携の有無（実績）

10,000枚 10,000枚

指導者の延べ謝金支払人数 50名 45名

クラブマネジャーの勤務・活動日数 240日 289日

運営委員会等の構成員とクラブ運営組
織概要

[役員]
会長　1名（非常勤）　理事長　1名（非常勤）　常務理事　1名（常勤）
理事　13名（非常勤）
監事　2名（非常勤）
[運営委員]
運営委員（実施委員）6名（常勤）
[事務局]
事務局長1名（常勤）
事務局員1名（常勤）
クラブマネジャー1名（常勤）
サブマネジャー1名（常勤）
クラブ運営職員4名（常勤）

計画及び実績

平成27年度計画 平成27年度実績

プログラム（教室等）の延べ開催数 1759回 1751回

広報活動数（チラシ・月報等作成枚数）

事業実施期間
（当該年度の雇用期間） 年目）

活動地域 兵庫県神戸市

活動拠点となる施設とその概要
・磯上公園球技場（神戸市中央区八幡通2丁目1－20） ・小野浜公園球技場（神戸市中央区小野浜通）
・コミスタ神戸（神戸市中央区吾妻通4-1-6） ・KR＆AC（神戸市中央区八幡通り）・みなとの森公園（神戸市中央区）・近
隣貸スペース・事務局（神戸市中央区八幡通3-2-5IN東洋ビル201）

事業名 クラブマネジャー設置事業

事業の成果
地域住民にサッカーだけではなく他種目も活動しているクラブという事を認知され始めた。
地域企業との連携を図ろうと動き出す事ができた。

事業に対する評価

サッカーを行っている子供だけではなく、体を動かしたい子供や、運動の基礎能力を高めるクラブを開催し、参加者しても
らう事ができた。
又、ウィークリーフットボールを開催し、気軽に高齢者がサッカーを楽しむ場を提供する事ができた。

〔団体としての数値目標〕 〔数値目標に対する結果〕

・高齢者がスポーツを行える場所を増やすために、60歳代の参加
者を50名に増やす。
・幼児がスポーツや運動を行える場所を増やすために、幼児の参
加者を15名以上増やす。
・高齢者や女性がスポーツを行える場所を増やすために、種目を2
種目増やす。

・今までのクラブメンバーだけではなく、大人のスクール、
ウィークリーフットボール参加者があり達成
・キッズ体操教室（未就園児対象）を開催したが、参加人数は
15名を達成できなかった。
・ヨガ教室を単発で開催し女性が参加できる種目を創設

事業報告書
【総合型地域スポーツクラブ活動助成】/【東日本大震災復旧・復興支援助成】

助成事業細目名 総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業

助成事業者名 一般社団法人　神戸フットボールクラブ

都道府県所管課 市町村所管課



事業の実施計画の公表
事業を広報・
ＰＲするための手段
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法 一部の事業にのみ事業に対する意見をアンケート方式で実施

備考

情
報
公
開

事業の実施状況及び実施結果
並びに助成金の使途に関する

情報の公開

情報の公開方法
(複数選択可)

（理由：　　　　　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

（理由：　　　　　　　　　　　　　　）

クラブマネジャーの職務内容及びクラ
ブの具体的な事業の内容

都道府県所管課 市町村所管課

地域の学校や教員 地元企業

行った 行わなかった

他クラブ

HＰで事業の実施を告知した

広報誌・会報誌等で事業の実施を告知をした

特定の個人・団体へ声をかけ、事業の実施を告知した

事業の実施に際し、特段の広報・PRは行わなかった

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

その他

広報誌・会報誌等で公開

特段の情報の公開は行っていない

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

助成金の交付を受けた旨は公開できない


